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一生の間の健診の機会

• 胎児期の検診 （母子手帳）
• 出生時検診 （母子手帳）
• 幼児期健診
• 学校健診

– 幼稚園・保育園
– 小学校
– 中学校
– 高等学校
– 大学・短大・大学院・専門学校

• 職場健診
• 特定健診
• がん検診
• 地域健診
• 人間ドック
• 老人健診

健康状態での数値を
把握することが重要

・検診結果はそれぞれで不連続に保管
（本人でも収集困難）

・同一人物のデータが分散
・疾患時に活用されない



健診データの標準化のとりくみ
• 特定健診・保健指導における支払基金提出XMLファイル

– （特定健診・保健指導）

– 支払い事務で義務的に発生

• 保健医療福祉情報システム工業会（JAHIS）健康診断結果報告書規格
– （各種健診）

– JAHISとしての標準化

• 健診標準フォーマット
– （各種健診）

– 任意な標準化の取り組み

• 人間ドック学会基本検査項目
– （人間ドック）

– 検査項目、検査方法、判定に関する標準

• 母子保健における標準的な電子的記録様式
– （母子保健）

– マイナポータルや市町村で連携
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特定健診データ

• 支払い請求のために、XML形式にて支払基
金へ送付。

• 健診システムの一部から自動出力される

• 国立保健医療科学院では、特定健診保健指
導のXML化ソフトウェアを無償提供している
– （健康局事業）
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特定健診データの流れ
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CSVとXMLの違い
CSV XML

正式名 Comma Separated Value eXtensible Markup Language
書式例 “0001”,“身長",160 

“0002”,“体重",50 
“0003”,“腹囲",85

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?> 
<健診>  <検査コード>0001</検査コード> <検査名>身長</検
査名> <検査値>160</検査値 </健診>
<健診> <検査コード>0002</検査コード> <検査名>体重</検
査名> <検査値>50</検査値> </健診>
<健診> <検査コード>0003</検査コード> <検査名>腹囲</検
査名> <検査値>85</検査値> </検査情報> </健診>

柔軟性 なし あり

項目名の記載 別途定義 あり

文字コード指定 不可 可能

データ量 少ない 大きい

活用場面 ローカル保存 データ交換
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XML書式の利点と課題
• XMLは医療情報に関する国際標準として広く普及している。
• 特定のコードに依存せずに標記できる。
• 直接理解できる
• 柔軟なデータの標記が可能である。

– 1検査における複数の診断の併記など

• データ交換をする場合に用いられるが、内部ではCSV等で構
わない

• CSVに比較してデータ量が増える
• HL7 CDA Ver.2で標記されているが、HL7-FHIRが標準になり
つつある

• ISO13606（OpenEHR）などもある
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特定健診情報ファイル仕様
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特定健診結果ファイルデータに含まれる情報

• 身体計測

• 診察

• 血圧等

• 生化学検査

• 血糖検査

• 尿検査

• 血液像検査

• がん検診・生体検査等
– 肺機能、視力、聴力、眼底

• その他
– CRP,ABO,梅毒,HBｓ,HCV各種,その他の法定検査

• 医師の判断
– メタボ判定、保健指導レベル、診断、

• 質問票
– 服薬、既往症、貧血、喫煙、食習慣、飲酒（量）、睡眠、改善
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特定健診項目のみならず、がん検診、肝炎ウイルス
健診、事業主健診の一部にも対応



特定健診情報/特定保健指導情報交
換用基本情報ファイルのXMLの例
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特定健診情報ファイル

• 本標準フォーマットは、HL7 CDA Release 2 （以下CDA R2）規
格2に完全準拠するものとし、HL7 CDA 規格で定義される
XML スキーマに対して特定健診固有のさらなる制約を課す
ことで実現されている。
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特定健診フォーマットの特徴

• 支払基金に提出するためのXMLに対応

• 特定健診のみならず、がん検診や事業主健
診の一部についても記載が可能

• 医療データの国際標準に則ったXML形式
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健診標準フォーマット

• 健診関係10団体で構成する日本医学健康管理評
価協議会が総意で推進している電子的標準様式で
あり、生涯健康管理基盤（プラットホーム）を構築す
ることで幼少期から老年期に至る健診（検診）データ
の一元管理を実現できる。

– 公社）日本医師会

– 公財）結核予防会

– 公社）日本人間ドック学会

– 一社）健康評価施設査定機構

– 公社）全国労働衛生団体連合会

– 公社）全日本病院協会

– 一社）日本総合健診医学会

– 公財）日本対がん協会

– 一社）日本病院会

– 公財）予防医学事業中央会
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健診標準フォーマットの特徴
• 全ての健診への対応が可能である。

• １受診者１履歴１レコードで表現される。

• 健診標準フォーマットでは極力コードを使用せず、名称・用語が登録され
る。

• 画像所見などは類義語集により用語の標準化を目指している。

• 用語を英語化するだけで海外で利用可能になる。

• 判定は機能別判定、臓器別判定の両方を管理するが、判定方法には健
診機関個々に特徴があるので、自動判定処理を行わない。ただし、判定
の用語のみを標準化する。

• 検査方法など由来情報は検査結果データとは別管理し、分析用データベ
ースを構築する際に統合し、高精度な分析を可能にする。

• 健診標準フォーマットへの変換は専用の変換ツールで行う。
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健診標準フォーマットの現状

• 健診機関から保険者への伝達に利用を促進
中

• 検査法などに関する情報の検討
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ライフログ（PHR)の普及

• その他最近では、

– スマホカメラによる診断
– 個人向け超音波
– 顔での脈拍
– ベッドで呼吸・心拍・体動
– 腕や腹部の連続血糖値計
– コンタクトグラス型血糖値計
– 服薬モニター
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• ウェアラブル活動量計
– 歩数、睡眠、脈拍、
– ランニング、自転車、運動判定
– 階段上昇、表面体温、発汗量
– 血圧、SpO2
– GPS



DNA検査

• 唾液などを専用容器に入れて送ると、SNP
解析を行ってくれる。

• 医療機関を介さずに、肥満遺伝子や体質
検査として行われている。

• ガイドラインはあるものの、データの標準
化はこれから
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患者による医療健康情報の制御ができれば

• 患者登録データの管理
–まずは個人利用

• ウェアラブル、体重身長など・・・・PHR
→ 受診時の利用

• 平常時の状態、疾患兆候の出現時期
• 転院の際にアクセス拡大
• 遠隔医療のためのデータ転送
→ レジストリー（がん登録、疾患登録、創薬）

• 研究への提供
• 信頼するプロジェクトのみへの許可
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将来の姿

• 健康データ、疾患データ、介護データ、障害者データの統合
管理
– 未病の把握、臨床効果の把握

• 個人コントロール
– 提供・コントロールできる自分のPHR/EMR

• 病院から客観情報
– 医学情報を収集

• 情報提供
– 匿名・実名
– 秘密計算による統計情報

• 情報利用者（製薬会社、研究者）から、
– Tokenとしてリワード還付、研究成果の還元
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将来の姿を目指すための課題

特定健診のみならず、他の健診・検診に

おいても標準的な電磁的記録様式を

定める必要がある
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